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周

5t 

手亙

済

の

理

論

披

張

ノV

の

所

設

に

関

聯

し

て

ノV

y 

'ペミ

ト

ヒ

自Z

産量

次

m 

/j: 

~I: 

き

L 

世
田
て
オ

f
リ
ン
は
、
自
ら
2

羽宮町
F
E
D
-
ヨ吋
F

S
ミ
C
『

H
J
S
巾
回
目
訴
訟
の
。

z
s
a
s
g
L
何回司
P
5
5ロ
ョ
と
名
付
け
た
も
の
の
特
徴

争
列
世
帯
し
な
が
ら
、
党
づ
第
一
に
突
の
や
う
に
遁
ぺ
た
弓
特
定
の
部
分
過
程
の
議
論
に
際
し
で
.
全
憶
と
し
て
の
経
併
飽
系
の
反
動
、

印
産
出
高
と
貨
幣
的
需
要
と
の
金
額
に
謝
す
る
あ
り
得
ペ
き
影
響
に
注
意
が
集
中
さ
れ
る
。
共
故
に
貨
幣
現
論
は
一
般
物
償
却
論
の

一
部
と
な
る
。
今
ま
で
分
祈
は
、
景
気
持
鈍
動
論
を
含
み
得
る
程
度
に
進
め
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
。
然
し
景
気
嬰
動
の
諸
問
題
厄
閲
す
る

g
E
5
5
F
O
吋

drgミ
C
『

岡

山

2
5
5再
開
与
吉
担
。
ロ
は
、
私
の
論
文
が
出
版
さ
れ
る
前
に
現
は
れ

ル
ン
ト
ベ
ル
ヒ
博
士
の
著
書

る
で
あ
ら
う
町
」
私
は
此
底
で
は
オ
ォ
リ
ン
に
よ
っ
て
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
此
書
物
の
一
部
分
を
紹
介
す
る
事
に
す
る
。

ル
ン
ト
ベ
ル
ヒ
に
よ
れ
ば
、
静
態
均
衡
の
諸
傑
件
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
事
者
に
よ
っ
で
採
用
さ
れ
る
瑚
論
的
武
器
は
、
会
鴨
経

経
済
捜
蛋
白
理
論

四
三
五

第
四
十
六
巻

第

貌

ハ、
九

By Erik Lundberg， Stockholm Eeonomi:c Stnc1ies _pu日isherlhy writers con-
nected with In:stit:ute for Sucial Sdence of Stockholm University， No. 6. 1937・
BertiJ Ohlin: Some Notes on thc Stockholm Th.eory， Economic Journal， 
Vol. XLVlI， No・185，March， 1937， pp" :;7-~;8~ 
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経
済
披
張
の
珂
論

第
四
十
六
巻

四
=
一
六

第

競

九
C 

済
関
系
に
嵐
し
・
貨
幣
内
論
又
は
景
気
持
型
動
論
に
具
穏
化
さ
れ
る
所
の
諸
礎
化
の
研
究
に
は
不
通
営
で
あ
る
。
彼
等
は
、

一
特
定
都
一

化
の
結
果
と
し
で
現
は
れ
る
新
均
衡
の
性
質
争
抽
出
か
に
し
よ
う
と
す
る
時
、
(
〕
巴
里
一
日
目
出
-
F
E
友
る
偲
定
を
含
ん
で
ゐ
冬
部
分
的
分

析
方
法
を
採
用
す
る
。
然
し
均
衡
へ
の
逗
勤
は
適
際
過
程
を
生
じ
、
此
過
程
は

〔

oh2-∞【
v
n
H

ユずロ
ω

在
る
俄
定
を
熊
謬
と
す
る
。
種

完
の
均
衡
鰐
系
は
、
、
革
命
す
ま
す
完
全
た
説
明
を
す
る
た
め
に
結
合
さ
れ
ね
ば
左
ら
友
い
。
然
し
斯
殺
に
部
分
的
均
衛
関
系
を
次
第
に

、
、
、

横
ぃ
へ
し
て
ゆ
く
事
は
、
ワ
ル
ラ
ー
に
よ
っ
て
絞
通
さ
れ
た
型
の
均
衡
慢
系
へ
は
一
般
に
導
か
な
い
。
数
備
の
髄
系
の
結
合
は
継
緒
的

諸
矧
問
に
閥
聯
し
亡
ゐ
る
と
4
4
ヘ
ム
れ
ね
ば
抵
ら
お
い
、
加
し
て
北
ハ
閥
系
が
蹴
穴
式
ν
れ
れ
ば
さ
れ
る
組
組
脹
組
粧
が
摘
が
る
時
閉
め

距
り
は
大
き
〈
た
る
。
共
は
決
し
て
一
期
間
内
に
長
け
る
一
般
的
相
互
依
存
の
問
題
と
左
ら
友
い
。
何
と
在
れ
ば
部
分
的
均
衡
欣
態

へ
噂
〈
誼
際
は
、
常
に
一
定
量
の
時
間
を
要
す
る
-t
仮
定
さ
れ
ね
ば
・
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
棋
大
さ
れ
た
鱒
系
に
お
い
て
、

部
分
領
域
に
訟
け
る
泊
際
の
結
果
が
他
の
部
分
領
域
に
訟
け
る
均
衡
の
偲
定
を
蝉
変
更
せ
し
め
る
た
ら
ば
、
新
遁
膝
過
程
が
相
継
い
か

現
は
れ
ね
ば
な
ら
反
い
。
従
っ
て
同
時
的
過
臨
を
胆
限
定
す
る
可
能
性
は
、
含
ま
れ
る
部
分
的
酬
閥
系
の
教
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
ま
す

ま
す
少
友
く
た
る
。
斯
く
て
部
分
的
分
析
の
結
合
に
英
一
礎
を
た
い
て
ゐ
る
金
鴨
均
衡
の
観
念
は
打
砕
か
れ
る
。
共
庭
で
彼
は
均
衡
論

的
分
析
方
法
を
棄
て
、
単
位
期
聞
に
某
礎
付
け
ら
れ
た
る
間
宮

g
n
o
g主
同
目
。
方
法
を
採
り
、

ョ。
ιo-M2zsno
の
構
成
と
そ
動

態
分
析
の
誼
営
な
方
法
で
あ
る
と
い
ふ
。

彼
は
第
九
章

l
共
部
分
は
会
棋
の
=
一
分
の
一
を
占
め
る
ー
に
到
っ
て

E
R
r
-
m
S
5
2
2
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
共
底
に
お

け
る
彼
の
主
要
な
る
興
味
は
、
投
資
の
型
が
経
済
稜
展
の
性
格
に
及
ぼ
す
影
響
に
集
中
さ
れ
る
。
而
し
て
次
の
や
う
に
詫
を
附
す
る
o

「
第
九
輩
-
k
h
d
け
る

g
a
a
M
4
5
5
2
は
、
健
系
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
餐
教
の
、
時
間
上
に
た
け
る
稜
展
を
分
析
す
る
も
凡
め
に
は
共



関
系
が
如
何
に
使
用
し
得
る
か
、

と
い
ふ
方
法
論
的
演
習
と
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
で
る
る
L
O

さ
て
我
K

が
ル
ン
ト
ベ
ル
ヒ
の
所
設
を

杢
般
的
に
取
扱
へ
ば
、
上
述
せ
る
均
衡
論
の
批
判
に
、
単
位
期
間
の
取
方
に
、

共
他
多
く
の
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
が
.
此
底
で
は
、

彼
の

E
C
L
己
目

2
5
E
B
の
う
ち
、
投
資
の
型
が
経
済
環
展
の
性
格
に
及
ぼ
ナ
影
響
を
取
扱
ふ
某
礎
的
部
分
に
限
定
す
る
。

一一
諸
概
念
の
規
定

我
々
は
、
彼
の
積
概
月
一
論
の
展
開
に
到
る
ま
び
に
二
一
二
の
準
備
的
規
定
を
し
宏
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
先
づ
、
此
ヨ
〔
三
ぬ
一
日

2
5ロ
Zω

が
基
礎
付
け
ら
れ
る
翠
位
時
閣
と
し
て
、
需
要
増
加
と
共
結
果
現
は
れ
る
生
漆
活
動
増
加
と
の
平
均
駅
離
を
測
定
す
る
反
動
時
聞
が

選
ば
れ
る
。
次
は
h

ル
ン
ト
ペ
ル
巴
が
、
継
続
的
矧
聞
の
連
環
と
し
て
恕
ぷ
要
問
は
、
生
産
量
に
闘
す
る
企
業
者
の
決
意
で
あ
お
。

R
 

彼
は
、
各
生
産
者
が
有
数
需
要
を
前
期
に
沿
け
る
受
取
一
両
K
相
等
し
い
と
許
岡
山
す
る
と
俄
定
し
、
彼
の
操
作
を
此
橡
想
に
一
致
す
る

よ
う
に
決
定
す
る
、

創
生
産
者
は
、

操作費用

賃..............，..'<" 

A 

1 塁手

2原料、中間財等其他

と
考
へ
る
。

従
っ
て
消
費
財
産
業
の
、

議
要
捗
一
化
に
封
す
る
反
動
の
犬
き
さ
は
弐
の
や
う
に
決
定
さ
れ
る
。

計
算
費
用
部
全
贈
供
給
債
格
償
却
部
分
と
忠
常
利
潤
を
合
む
ー
が
、

時
肺
古
木
の
受
取
高
に
闘
す
る
評
債
に
よ
っ
て

の企業からの購買ー・ u

ーーー・ 4・ •. a 

決
定
さ
れ
た
限
外
が
到
達
さ
れ
る
ま
で
生
産
を
繍
張
ず
る
で
る
ら

T 

ーに[

-w， 

UI 

其f也の企業からの

2生産物、資本I叶の

ろ

主聖水費用

更
に
次
の
瑚
論
が
準
備
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

ル
ン
ト
ベ
ル
ヒ

4利子と配常

3償却費・

革J-

資‘

に
よ
れ
ば
、
企
業
の
費
用
は
次
の
如
く
分
類
さ
れ
得
る
。

B 

購買

1勢

5 官事

此
等
の
費
用
は
、
皐
枕
期
間
の
う
ち
に
所
得
と
な
り
、
生
産
物

帥
腕
湾
出
制
張
の
珂
論

第
四
卜
六
巻

四

一じ

第

披

JL 

「ルシトベルヒにとっては，期間 tjl ø.行l'~ft t，における諸事情と諸環想との全
連結に依存するのみならず，一部分は少くとも期間 (0の出来事にも依存する
と偲定ずる事が必要である。此事ははCjl1ence分析方法にとっては本質的な事
である。J R. .F. Harron; 日tuo.ie:!; in the Iheory of economic expan::，ion; 
Zeit:schrift fur Nationalokonomie; Band VIII1 Heft 4， 1937， s. 495-496• 
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組
済
同
欄
涯
の
理
論

第
四
十
六
巻

四

月、

第

競

えA

の
購
買
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
か
何
う
か
と
い
ふ
観
掛
か
ら
次
の
如
く
分
類
さ
れ
得
る
。

)
 
1
 
(
 

所得形成費用

"‘ ーーー .... w :~t. 勢

前期の期首にある資本に

3討する手IJ子と配fz'・.."r(o) 

u 中間則的眺買倖 ....... . 

(2) 

判所得形成費用

a 償却費

新形成の資本に劃する荊j

. r-r(o) 子及問日~~{i

q 

さ
て
営
該
企
業
が
共
自
身
の
操
作
に
関
聯
し
て
は
金
値
鰹
系
の
所

得
形
成
に
就
い
て
中
立
で
あ
る
べ
き
た
ら
ぽ
.
其
僚
件
は
、
(
三
十
三

評{関された利潤

H
(
ω
+
『|『
(
D

一lT一)
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
何
故
友
ら
此
方
程
式
の

右
迭
は
共
単
位
期
間
の
う
ち
に
所
得
と
た
っ
て
現
は
れ
な
い
の
で

b

り
、
十
江
法
は
之
を
梢
備
す
る
か
ら
で
あ
る
。
帥
問
一
i

位
期
聞
に
恭
礎
付

け
ら
れ
て
ゐ
る
今
の
分
析
に
沿
い
て
は
、
あ
る
生
産
物
は
其
期
間
内

に
終
り
得
・
な
い
と
い
ふ
可
能
性
が
あ
る
。
生
産
時
聞
が
敷
山
単
位
期
間
繕
績
す
る
と
い
ふ
事
は
、
瞭
か
に
、
今
期
の
生
産
の
た
め
に
支

捕
は
れ
た
費
問
は
今
期
の
販
責
か
ら
得
ら
れ
た
問
…
膝
す
る
受
取
高
に
よ
っ
て
カ
パ
ア
さ
れ
友
い
と
い
ふ
事
を
意
味
す
る
。
此
裂
の
投

資
は
、
受
取
高
に
封
し
て
間
際
ず
る
要
求
な
し
に
所
得
を
形
成
し
、
斯
〈
て
財
と
肘
役
と
の
全
縛
貨
幣
需
要
に
ゐ
け
る
純
徐
剰
と
な

る
。
此
飴
刺
部
分
(
三

+
E
)
は
「
不
足
部
分
」
を
均
衡
し
得
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
蛍
該
企
業
に
よ
っ
て
支
排
は
れ
た
所
得
の
最
終

成
分
を
考
慮
に
容
れ
る
時
に
は
個
人
所
得
の
貯
蓄
部
分
を
問
の
項
目
の
下
に
教
ふ
べ
き
で
あ
る
が
故
に
、
前
の
中
立
方
程
式
は
弐
の

如
く
書
き
改
め
ら
れ
る
。

三
+
巳
)
H
H
T
十
回
+
『

-
(
o
f
l
T
4

経
済
組
系
の
全
企
業
軍
位
に
と
っ
て
の
、
此
方
程
式
の
諸
項
目
を
綿
計
す
れ
ば
一
般
的
中
立
僚
件
宇
得
る
ョ

宅目
I
T
C
H
H
H

∞
+
P
+
(閉山
l
H
N
(
D
乙

+ρ



雨
遼
が
相
等
し
け
れ
ば
、
企
業
者
の
所
得
議
想
が
会
憾
と
し
て
賞
現
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
此
方
穣
式
は
ま
た
、
此
均
衡
が
成
立
し
得

ペ
き
友
ら
ば
粗
資
本
形
成
が
何
れ
だ
け
で
・
な
け
れ
ば
た
ら
友
い
か
と
い
ふ
事
を
一
夜
明
す
る
。

然
し
此
方
程
式
が
成
立
し
て
ゐ
る
だ
け
で
は
未
だ
何
等
の
因
果
的
要
素
も
導
入
さ
れ
で
ゐ
な
い
。
さ
で
斯
か
る
決
定
的
要
素
の
導

入
は
、
諸
企
業
を
群
に
分
割
す
る
事
を
便
利
と
す
る
で
あ
ら
う
。
さ
き
の
基
本
方
程
式
は
、
共
期
聞
に
沿
け
る
現
貨
の
受
取
高
が
全

企
業
の
晴
朗
恕
せ
る
受
取
高
(
全
勝
費
用
)
と
金
躍
と
し
て
何
れ
だ
け
距
る
か
と
い
ふ
事
を
指
示
す
る
。
此
方
位
式
を
形
成
す
る
に
は
、

資
本
支
出
(
投
資
)
を
別
に
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
此
事
は
、
企
業
家
の
計
叢
を
説
明
す
る
の
に
導
入
さ
れ
る
決
定
的
要
因
を
之
に

照
臆
し
て
必
然
的
に
分
割
せ
し
め
る
。
企
業
家
の
反
動
に
闘
す
る
限
定
が
飢
何
な
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
ゃ
う
と
、
北
八
期
間
に
沿
け

る
現
賀
の
受
一
取
十
回
向
が
此
別
に
拾
い
て
重
要
で
あ
る
と
い
ふ
事
は
常
に
恨
む
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
惜
系
は
北
ハ
場
合
に
は
、
受
取
高
を

分
割
し
て
資
本
財
の
有
殻
需
要
と
共
他
の
生
産
物
と
別
役
と
の
需
要
と
を
差
別
し
得
ね
ば
な
ら
友
い
。

問
題
を
単
純
に
す
る
た
め
に
我
々
は
先
づ
第
一
に
、
利
子
費
削
の
所
得
形
成
上
に
沿
け
る
後
れ
を
無
鵡
す
る
で
あ
ら
う
。
此
は
困

難
た
し
に
君
主

2
2
分
析
に
会
け
る
閥
系
の
中
へ
組
込
ま
れ
得
る
。
共
期
間
の
う
ち
に
支
梯
れ
た
る
全
開
最
終
所
得
E
は
次
の
式

に
て
表
現
さ
れ
得
る
。

-
山

n
H
h町
三
十
レ

42十い一『

消
費
財
の
需
要
は
、
共
全
部
が
此
綿
額
に
よ
っ
て
去
は
さ
れ
た
所
得
か
ら
生
じ
ね
ば
た
ら
た
い
の
で
あ
り
、
個
人
的
貯
蓄
S
を
控
除

す
る
事
に
よ
っ
で
見
出
さ
れ
る
。
其
結
果
消
費
財
収
費
者
の
受
取
高
は
、
円
J
H
H
d
h

叩
と
友
る
。

今
や
分
析
は
、
-
消
費
財
生
産
者
の
服
臆
す
る
受
取
高
晴
朗
想
、
邸
評
岡
山
費
用
は
別
に
集
計
さ
る
べ
き
事
を
要
求
す
る
。
従
っ
て
諸
企

経
済
繍
張
の
理
論

第
四
十
六
巻

tm 

iu 

第

量主

先」
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済
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張
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理
論

第
四
十
六
巻

四
問
。

告書

鏡

カ4
四

業
の
網
の
目
の
如
き
配
置
は
新
ら
し
き
様
式
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
卸
消
費
者
へ
直
篠
販
賀
す
る
全
企
業
は
、
別
に
劃
さ
れ
ね
ば

友
ら
な
い
し
、
彼
等
の
費
用
の
綿
計
が
友
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
期
の
販
責
の
た
め
の
生
産
の
此
最
後
の
段
階
に
必
け
る
持
賃
利

子
等
k

の
支
携
は
匂
に
よ
っ
て
、
此
生
産
段
階
に
屈
し
な
い
共
他
の
生
産
者
か
ら
の
購
買
は
引
に
よ
っ
て
、
評
債
さ
れ
た
減
償
費
削

は
旬
、
一
静
偵
さ
れ
た
徐
剰
は

Hm
に
よ
っ
て
支
は
さ
れ
る
。
此
等
の
企
業
許
橡
想
が
比
パ
期
間
の
う
ち
に
如
何
な
る
程
度
忙
賓
現
さ
れ
る

か
を
決
定
す
る
た
め
に
、

ロ
コ
リ

M
-
3
1
}
~
l
z
と
比
較
す
ぺ
雪
燥
作
品
H
川
は

‘
 

仰
、
、
》
J
H
H
吟
3

」
t
釘
喝

J
I
L
3
4
i

同
一
の
公
式
的
表
現
は
各
生
産
段
階
を
通
じ
て
行
は
れ
る
。
瞭
か
に
、

円
引
の
生
産
の
た
め
に
は
E
の
部
分
を
構
成
す
る
持
賃
等
k

が
支
梯
は
れ
て
ゐ
る
。
最
も
草
純
一
在
四
限
定
は
.
各
生
産
段
階
が
中
間
財
(
同
定
安
本
ー
の
購
買
だ
け
は
例
外
で
あ
る
が
)
を
ま
さ
し
〈
た
行

す
る
生
産
段
階
か
ら
の
み
購
買
す
る
と
仮
定
す
る
事
で
あ
る
ロ
立
ハ
結
来
、
最
後
の
生
産
段
階
に
次
ぐ
段
階
の
受
取
高
ふ
は
、
照
癒
す

る
費
用
に
比
較
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

。凶H
3
+
C
M
+
y
+《

然
し
乍
ら
今
や
次
の
事
が
明
瞭
と
怠
る
。
繕
積
的
生
産
段
階
に
劃
す
る
諸
方
程
式
を
持
て
る
鰐
系
は
、
券
賃
と
生
産
物
と
に
針
す

る
支
携
が
縫
続
的
単
位
期
間
に
闘
聯
し
て
ゐ
る
場
合
に
の
み
賓
践
的
利
径
と
用
途
と
を
持
つ
の
で
あ
る
。
共
場
合
に
は
川
は
此
同
一

期
間
内
に
漸
突
に
日
吋
と
し
て
販
費
寸
ぺ
く
、
期
首
に
沿
い
で
例
へ
ば
小
吉
岡
業
者
に
よ
っ
て
買
は
・
れ
る
。

引
の
「
生
産
」
は
、
ま
さ
し
く

先
行
せ
る
期
聞
に
て
行
は
れ
る
、
等
々
。
若
し
斯
ろ
し
た
事
情
で
泣
い
た
ら
ば
、
総
計
す
る
と
項
目
n
円引

:---hは
抹
殺
さ
れ
、
凶
叫

る
は
服
舷
す
る
第
賃
利
子
等
だ
け
で
あ
ら
う
。
各
生
産
段
階
に
ゐ
け
る
十
允
分
な
在
荷
残
高
の
存
在
は
、
此
均
等
化
の
軍
要
た
篠
件
で



あ
り
得
ょ
う
。

若
し

ω
2
5
=
2
分
析
が
、
今
期
の
生
産
高
の
生
直
時
聞
に
国
有
な
る
講
離
の
諸
可
能
性
と
そ
の
生
産
時
間
の
織
続
的
諮
段
階
へ

の
分
配
と
を
無
間
附
す
る
な
ら
ば
、
消
費
財
の
生
産
高
の
生
産
費
は
次
の
式
に
は
表
は
せ
得
る
。

。
、
河
川
河
、
+
k
r
、
+
心
、

此
庭
で

Y
は
、
消
費
財
の
今
期
の
生
産
高
に
附
卯
せ
る
全
ゆ
る
生
産
段
階
に
お
い
て
加
へ
ら
れ
た
る
持
賃
、
利
子
等
身
の
金
健
文
排

を
表
は
ず
。

r
は
、
瞭
か
に

M
C
の
所
得
形
成
部
分
で
あ
る
。
消
費
財
の
生
産
者
が
操
作
費
別
か
ら
直
接
ひ
き
出
す
受
取
高
阿
山
、
l
刊
で
は
光

分
で
た
い
。
此
等
の
受
取
高
K
は
資
本
射
の
生
直
冒
と
閥
聯
せ
る
支
梯
が
附
加
さ
れ
る
。
単
純
化
の
た
め
w
札
、
本
質
上
消
費
財
を
生
諜

ず
る
企
業
に
よ
っ
て
注
さ
れ
る
資
本
財
生
産
は
無
刊
仇
さ
れ
る
。
而
し
て
資
本
財
生
産
は
全
部
侍
定
企
業
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
と
い
ふ

仮
定
が
注
さ
れ
る
J

此
等
の
生
産
は
、
消
費
財
産
業
に
よ
っ
て
も
資
本
財
を
生
産
す
る
産
業
に
よ
っ
て
も
、
種
々
友
る
企
業
に
よ
っ

て
註
文
さ
れ
且
民
は
れ
る
。

さ
き
の
表
に
含
ま
れ
た
項
目
の
線
計
は
資
本
財
の
生
産
費
を
輿
へ
る
。

円、、日開、、+K戸、、
I
T
心.、

共
は
闘
定
資
本
財
の
計
重
せ
る
販
責
?
引
に
照
隠
す
る
。

消
費
財
に
封
ず
る
会
健
有
数
需
要
は
.
此
等
二
詳
の
企
業
者
の
操
作
が
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
考
へ
れ
ば
突
の
や
う
に
決
定
さ
れ
る
。

1

1

‘

j

:

1

1

2

 

』F
H
4
‘+』
J

一
ご
S
H
u
h
-
3

斯
く
て
我
々
は
、

E
-
主
主
-
g
R
g
の
各
穐
の
型
の
分
析
が
某
礎
を
訟
く
べ
き
「
機
構
」
を
形
成
し
た
。

一
般
的
関
系
に
針
す
る

師
杭
済
撰
張
。
理
論

第
四
十
六
巻

四
四

第

抗

九
五
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張
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理
論
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四
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六
巻

四
E且

k
F
=
一説

九
六

中
立
性
僚
件
は
今
や
明
瞭
に
書
か
れ
得
る
@

。、、川
H
∞
+
k
r
+
同
l
H凶
(
。

)
+
ο

又
は
隔
謹
か
ら
資
本
財
産
業
に
ゐ
け
る
非
所
得
形
成
的
費
用
に
闘
聯
せ
る
項
目
を
排
除
す
れ
ば

何
ミ
リ
∞
+
〉
、
+
問
、
i
問
。
、
+
心
、

此
方
穏
式
に
よ
れ
ば
、
資
本
財
産
業
に
支
排
は
れ
る
所
得
が
、
会
際
貯
蓄
十
消
費
財
産
業
の
償
却
、
利
子
増
加
及
ぴ
純
利
潤
に
針

ず
る
激
恕
費
削
に
相
等
し
い
投
ら
ば
、
消
費
財
生
産
者
の
奈
緯
賛
同
は
、
会
憾
と
し
て
持
期
間
の
現
資
的
交
取
高
に
上
っ
て
ミ

1
ト

さ
れ
得
る
。

一ー一
投
資
量
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
場
合
に
お
け
あ
消
費
財
の
構
張
生
産

若
し
研
交
の
目
的
の
た
め
に
消
費
財
の
生
産
指
張
の
教
呆
を
弧
立
し
国

2
5
0
J
E
分
析
を
行
は
ん
と
す
る
接
合
に
は
、
我
h

は
投

奏
活
動
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
要
素
と
し
て
取
扱
ふ
べ
き
で
あ
る
。
い
ま
相
継
ぐ
期
間
の
問
、
更
新
の
た
め
の
必
要
が
ヨ
ン
ス
ダ
ン
ト

で
あ
り
安
本
設
備
を
捺
張
す
べ
き
必
要
が
友
い
と
想
定
す
る
。
投
資
荷
動
か
ら
来
る
所
得
を
ー
と
し
、
そ
の
う
ち
消
費
財
へ
の
支
出

部
分
を
C
と
す
る
。
消
費
財
へ
の
全
鴇
支
出
、
印
消
費
財
生
産
者
の
受
取
高
丸
は
、
吹
の
や
ろ
に
決
定
さ
れ
る
。

嗣

NPH何
"
l
p
+の

(
]
{
)
 

コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
貯
蓄
率
を
A
と
す
れ
ば
、

回
目
骨

H
P
l
』
)
開
"
+
。

(

回

)



我
K

の
限
定
に
よ
れ
ば
、
期
間
L

の
受
取
高
は
、
計
算
費
用
が
此
受
取
高
に
相
等
し
〈
在
る
よ
う
友
仕
方
に
て
次
期
の
生
産
高
を

決
定
す
る
3

従
っ
て

c
t
H
F。
斯
く
て
。

。z-HH同
t
-
+
Z
P土

:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
・・・::(∞)

今
、
非
所
得
形
成
費
用
部
八
労
相
川
が
、

z"日
F
H
A
V

で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
反
動
方
程
式
は
次
の
や
う
に
左
る
。

(日

l
L
)
何
骨
十
(
リ
リ
ニ

+ω)一戸↑

(

品

)

企
業
者
の
期
待
を
無
に
し
た
い
よ
う
に
生
産
擬
張
が
行
は
れ
る
僚
件
は
、
方
科
式
同
か
ら
直
ち
に
結
印
加
す
る
、
す
た
は
ち

n
N
7

十

b
F。
北
ハ
般
に
継
続
的
措
張
の
た
め
の
憐
件
は
.
再
刊
江
資
か
ら
の
所
得
が
消
費
財
生
産
に
公
け
る
貯
蓄
と
「
不
足
し
頃
日
と
の
綿

計
よ
ゅ
は
ふ
八
円
、
あ
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
然
し
じ
が
初
め
か
ら
克
介
大
で
あ
り
、
従
っ
て
繍
張
が
刊
紛
で
あ
る

κし
で
も
、
一
千
裂
の

常
教
と
反
動
と
が
仮
定
さ
れ
る
場
合
に
は
斯
か
る
摘
張
は
必
然
的
に
一
半
静
に
闘
し
、
其
過
程
は
結
局
静
態
均
衡
に
到
達
す
る
で
あ
ら

う

以
上
の
展
開
は
、
基
礎
数
字
が
任
意
の
債
備
車
位
を
表
は
す
表
式
に
て
説
明
さ
れ
得
る
u

今

』

H
S
W抗

P
H回
目
以
と
し
、
期
間

O
に
た
け
る
現
寅
的
受
取
高
一

0
0
0車
位
、
投
資
活
動
か
ら
の
コ
ン
ス
タ
ン
ト
左
支
出
綿
翻
三
五

O
単
位
を
想
定
す
れ
ば
、
自
働

的
議
展
は
期
聞
か
ら
期
間
へ
の

ω
2ロ
S
2
と
し
て
現
は
れ
る
。

各
期
間
に
お
け
全
惜
販
賓
債
値
引
は
、
吠
期
の
計
算
費
用
仏
を
決
定
す
る
。

一
期
間
の
九
を
次
期
の
仏
と
し
て
使
泊
す
れ
ば
.
院
(

へ
ら
れ
た
偲
定
に
よ
っ
て
同
一
線
上
に
る
る
全
項
目
を
計
算
し
得
る
。
張
反
は
遁
減
し
ゅ
く
卒
を
以
っ
て
決
定
的
均
衡
欣
態
へ
接
近

ず
る
。
共
庭
で
は

F
H
H同
日

o
h
p
H
H
Cき
で
あ
る
。
此
値
に
と
っ
て
は
均
衡
方
程
式

経
済
鎖
援
の
理
論

第
四
十
六
巻

四
国
三

第

競

九
七



第一表

ヨンスタントな投資額を持てる消費財生産の設展
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十
六
巻

第

銃

四
四
四

九
月、

350 

350 

350 

360 

(
H
l』
)
一
J
十
円
リ
(
同
+
口
)
]
山
静

が
満
足
さ
れ
る
。
九
は
ん
に
相
等
し
く
、
輿
ヘ
ら
れ
た
保
件
の
下
に
沿

い
て
は
よ
り
以
上
護
展
ず
る
可
能
性
は
な
く
、
安
定
せ
る
均
衡
が
到
達

さ
れ
る
。

720 

>170 

806 

832 

四-"._，--_.-.，

此
結
果
は
.
出
設
賠
と
し
て
興
へ
ら
れ
た
諸
方
程
式
を
使
用
し
左
が

ら
説
明
さ
れ
る
事
ば
勿
論
?
あ
る
。
中
間
の
計
算
佐
省
〈
と
，
売
の
式
-K

市。

出6

flO 

fl3 

得
る
つ

200 

214 

2~24 

2:31 

>< 

+5" s -
】

で
み4

11 

11。
与 l

四

鰹
情
資
本
の
投
資
に
よ
っ
で
決
定

せ
る
構
張

8-56 。
d 

896 

g25 

流
動
資
本
の
債
値
は
、

E
常
た
揚
合
に
は
営
該
期
間
内
に
生
産
さ
れ
た
消
費
財
の
債
値
の
五

O
%
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

疋
品
市
左

1，1.361 

1，1821 

9 
d 

壬

と
い
ふ
の
は
、
企
業
者
が
我
々
の
考
祭
し
て
ゐ
る
繍
張
過
程
に
た
い
て
生
産
と
経
管
資
本
と
の
間
に
維
持
し
よ
う
と
ナ
る
比
率
を
意

味
ず
る
。
共
故
に
生
産
過
程
の
各
段
階
に
ゐ
け
る
在
荷
を
更
新
し
且
つ
在
荷
に
附
加
せ
ん
と
す
る
決
意
は
、
企
業
者
が
生
産
量
を
決

定
せ
ん
と
す
る
時
の
計
霊
の
一
部
を
な
す
。
投
資
の
決
定
的
決
意
は
、
経
替
資
本
に
封
す
る
特
定
の
必
要
か
ら
ひ
き
出
さ
れ
る
。
期

首
に
沿
い
て
企
業
者
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
生
産
量
と
経
皆
資
本
に
封
ず
る
新
附
加
と
は
、
前
例
の
如
く
コ
ン
ス
タ
シ
ト
と
考
へ
ら



れ
た
同
定
資
本

η
投
資
活
動
と
一
緒
に
な
っ
て
、

一
定
の
消
党
支
出
を
版
肉
付
け
る
で
あ
ら
う
。

今
期
の
消
究
財
生
産
に
闘
す
る
生
産
者
活
動
は
、
前
期
に
賓
現
せ
る
受
取
高
に
計
算
費
胤
を
相
等
し
く
す
る
よ
う
に
、

"
u
p

、41
l

白
巳

r"!

岡
山
内

l
-

と
す
る
事
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
此
等
の
費
用
の
一
部
分
町
だ
け
が
所
得
形
成
的
で
あ
る
@

。FH(
H
+
m
H
)
}
A
F
、

我
々
の
間
限
定
に
よ
れ
ば
経
替
資
本
増
加
の
た
め
の
費
肘

L
は
、
生
産
量
と
正
常
闘
係
を
保
っ
と
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
各
企
業
者
に

上
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
此
比
率
を
k
(
我
々
の
例
に
て
は
五

O
ぎ
に
て
去
は
し
、
前
期
末
に
ゐ
け
る
経
皆
資
本
量
を

L
と
す
れ
ば

h

に
針
し
て
突
の
式
を
得
る
3

4

:

1

 

rっ1
F
目「
F
I
l
l
!
L
i

L
は
、
瞭
か
に
前
期
の
期
首
の
計
章
一
喧
一
と
現
寅
的
普
段
と
に
よ
っ
て
突
の
や
う
に
在
る
。

相

内

向

】

日

r
-
h
p
-
l
(同
7
-
l
h骨
国

)

k
l
.
 

若
し
共
期
間
の
現
貫
的
販
賓

L
が
、
計
霊
せ
る
量

ιと
翠
一
す
し
い
た
ら
ば
ト
土

G
な
る
計
董
せ
る
値
を
持
つ
筈
で
あ
る
ョ
差
(
刀
F
1
M
l

'
k
 

n
T
-
)
は
、
消
費
財
在
荷
の
減
少
を
表
は
す
。
耳
目
唱
。
己
友
流
動
資
本
の
債
値
V

山
は
、
動
態
発
[
般
に
・
お
い
て
は
計
査
せ
る
値
M
と
は
異

る。
投
資
費
用
の
一
定
部
分
町
は
、
所
得
形
成
的
で
あ
る
。

H
P
H
(
同
十
戸
)
何
ヘ
、

其
故
に
貯
蓄
率
が
A
で
あ
れ
ば
、
期
間
t
に
貧
現
せ
る
償
値
口
叫
は
弐
の
値
を
得
る
。

経
済
繍
張
の
理
論

第
四
十
六
巻

四
四
五

第

霊童

九

九



経
済
繍
援
の
理
論

第
四
十
六
巻

四
回
大

第

銑

O 
O 

F
H「
H
l
入
品
)
(
同
ヘ

+
F、、)+ーの

C
は
前
例
の
如
く
、
生
産
能
力
に
劃
し
て
何
等
か
の
数
果
を
持
っ
と
仮
定
さ
れ
た
い
所
の
、

コ
ン
ス
タ
ン
ト
た
投
資
活
動
か
ら
の
出

費
を
表
は
す
。

町
と
U
H

に
就
い
て
前
の
方
程
式
を
制
附
け
ば
、

D
h
に
封
ず
る
次
の
方
程
式
を
得
る
。

同
F

日
仏
什
除

-
F
L十

b
川
礼
に
什

Y
F
L
H
f
l
u
)
+

。

ド
斗
ー
ド

I
F
-
-
h
w

此
方
特
式
の
第
二
羽
は
、

5
1
U
2
2
自
慨
に
上
っ
て
決
定
さ
れ
る
絞
仲
間
資
本
の
継
織
的
時
加
に
よ
っ
マ

究
中
広
告
門
巾
に
及
附
比
さ
れ
た

影
響
を
去
は
す
。

若
し
我
K

が
期
間
1
の
期
首
に
あ
る
奥
へ
ら
れ
た
献
態
を
以
?
で
出
設
し

.
E受
取
高
の
端
初
的
増
加
を
原
肉
付
け
る
.
政
府
事
業

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
同
定
投
資
量
じ
を
仮
定
す
る
左
ら
ば
、
相
継
ぐ
稜
展
が
決
定
さ
れ
得
る
。
今

ト民

H
H
C
m
m
u
p
H
M
白浜

と
す

る。
此
揚
合
の
理
よ

Z
2
2
は
、
第
一
表
の
溌
展
と
は
全
ぐ
呉
れ
る
性
格
を
帯
び
る
。
経
管
資
本
の
投
資
が
可
曲
変
で
あ
る
と
い
ふ
事
は
.

均
衡
欣
態
h

の
繕
績
的
接
近
を
原
因
付
け
や
J

、
寧
ろ
所
得
と
生
産
と
の
街
境
的
幽
硬
化
を
原
阿
付
け
る
3

企
業
家
は
、
期
間
ー
に
た
い

て
生
産
計
葺
に
際
し
て
強
想
せ
る
受
取
高
を
二

O
単
位
だ
付
超
ゆ
る
所
得
を
受
取
る
。
其
結
果
期
間
2
k
h
d
け
る
生
産
高
は
、
照
底

し
て
増
加
す
る
。
増
加
せ
る
生
産
高
と

E
常
在
比
例
関
係
を
維
持
す
る
よ
う
に
期
間
2
に
た
い
て
粧
品
百
資
本
を
増
加
す
る
。
期
間
1

に
長
け
る
消
費
財
の
販
賓
の
抽
出
恕
さ
れ
泣
い
増
加
の
故
に
.
営
該
在
荷
は
二

O
単
位
減
少
し
‘
共
結
目
前
経
皆
資
本
の
会
債
値
は
五

0
0

八
か
ら
阿

O
へ
低
落
す
る
。
期
間
2
の
た
め
に
決
定
さ
れ
た
了
。
二

O
皐
位
の
生
酢
量
は
.

五一

O
単
位
の
経
営
資
本
を
必
要
と
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同
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ず
る
。
共
結
巣
経
管
資
本
を
正
常
水
準
ま
で
も
た
ら
す
た
め
に
、

。
皐
位
の
新
投
資
が
必
要
と
さ
れ
る
。
今
期
の
生
産
量
と
新
投
資
に

よ
っ
て
生
ぜ
ら
れ
た
所
得
は
、
深
想
さ
れ
た
一

O
二
O
車
位
と
比
較

さ
れ
る
一

O
五
六
山
単
位
の
消
費
財
の
金
穏
支
出
を
原
凶
付
け
る
@
其

結
山
市
在
荷
は
更
に
三
六
車
位
減
少
し
、
五
一

O
と
見
積
ら
れ
た
経
侵

資
本
は
、

内

H
』

})C同
門

に
は
四
七
四
と
た
る
。
期
間
3
の
た
め
に
計
書

さ
れ
る
一
・

O
五
六
の
生
産
金
模
に
ミ

1
ト
ず
る
た
め
に
は
‘
五
閣
の

新
投
資
が
行
は
れ
ね
ば
友
ら
な
い
υ

印
五
二
人
と
な
ら
ね
ば
叱
な
ら
祉

し戸、。

は
、
投
資
が
三

O
O草
位
に
同
定
さ
れ
た
場
合
よ
り

も
、
慢
定
せ
る
投
資
反
動
の
た
め
に
よ
り
惑
か
左
進
行
率
を
示
ず
で

ω
J
H

ニロ
2
d
円。

あ
ら
う
。
期
間
賞
り
の
所
得
の
遁
加
は
最
初
は
増
加
し
さ
へ
す
る
、

然
し
期
間
5
か
ら
経
営
資
本
の
投
資
は
減
少
し
っ
、
あ
る
。
所
得
と

消
費
支
出
に
封
ず
る
追
加
が
最
早
増
加
し
つ
ピ
け
な
い
た
ら
ば
、
経

管
資
本
の
投
資
の
必
要
は
潮
市
叫
に
減
少
し
初
め
る
。

。MT
ロコ[ぬ

I亡
~­.... 

け
る
と

2
℃
ヨ
旦

に
お
け
る
と
の
資
本
額
の
差
は
、
盆
-R

少
左
く
な

第
四
十
六
巻

四
四
七

第

競

O 



経
済
擁
張
の
現
論

第
四
十
六
巻

四
四
人

第

競

O 

る
。
期
間
6
は
完
全
校
均
衡
を
一
不
ナ
。
計
算
費
用
と
設
想
所
得
と
は
現
賓
の
所
得
と
一
致
し
、
更
に
経
皆
資
本
は
生
産
量
と
「
均
衡
」

水
準
を
維
持
し
て
ゐ
る
。
然
し
均
衡
共
向
慨
は
、
次
期
の
経
過
の
う
ち
に
読
離
を
原
因
付
け
る
。

進
行
は
停
っ
て
ゐ
る
し
、
経
皆
資
本
の
新
投
資
を
友
す
べ
き
何
等
の
刺
戟
も
た
い
。
従
っ
て
投
資
量
が
期
間
7
に
あ
い
て
三

0
0

車
位
ま
で
減
少
す
る
時
に
は
、
期
間
6
か
ら
の
不
療
の
生
産
量
了
一
六
四
単
位
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
友
債
格
に
て
販
買
さ
れ
歩
、

4・

一
三
八
単
位
し
か
賞
現
さ
れ
友
い
。
我
々
の
仮
定
に
よ
れ
ば
十
代
荷
従
っ
て
経
倍
資
本
は
、
一
一
六
草
位
だ
け
骨
加
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

縮
小
池
程
の
う
ち
は
、
在
荷
は
継
続
的
情
加
佐
蒙
る
E
あ
ら
う
。
何
故
な
ら
現
質
的
販
一
買
は
や
巾
に
、
生
産
量
佐
決
定
し
た
際
限
畑
山
J
l

る
よ
り
は
よ
り
少
し
し
か
賓
現
し
左
い
で
あ
ら
う
か
ら
ロ
動
態
分
析
に
た
い
て
は
、
所
得
形
成
的
投
資
の
形
態
を
と
る
資
本
の
計
聾

的
増
加
と
、
強
想
量
以
下
へ
低
落
せ
る
販
貰
に
よ
っ
て
原
悶
付
け
ら
れ
た
る

2
も
G
E

た
現
質
的
増
加
と
の
聞
を
分
割
す
る
必
要
が

明
瞭
と
た
る
o

期
問
。
に
件
ふ
縮
小
過
程
に
長
い
て
は
、
何
等
か
の
積
極
的
新
投
資
が
生
や
る
と
は
仮
定
出
来
左
い
。
若
し
何
等
の

新
仮
定
も
導
入
さ
れ
な
い
危
ら
ぽ
、

コ
ン
ス
タ
ン
ト
た
阿
定
資
本
の
投
資
量

(
h
H
U
G
-
一
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
決
定
的
均
衡
へ
の

織
輯
的
危
櫛
近
的
友
接
近
と
な
る
η

此
均
衡
朕
態
は
、
沈
滞
の
「
底
L

の
水
準
を
指
示
す
る
。

F
H
H
-
C
2
0

五

i皆

:干

(D 
11晶， 
昧

以
上
消
費
財
の
生
産
携
張
の
分
析
に
沿
い
て
、
我
K

は
共
他
の
投
資
が

宮
古
2
8
の
間
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
る
る
と
仮
定
し
た
。

此
等
共
他
の
投
資
(
例
へ
ば
再
投
資
、
政
府
事
業
)
は
、
生
産
に
劃
し
て
よ
り
以
上
の
放
田
市
そ
持
た
た
い
と
想
定
さ
れ
た
の
で
、
我
々

は
所
得
に
針
す
る
其
等
の
影
響
を
考
察
す
る
事
だ
け
が
必
要
で
る
っ
た
。
若
し
此
単
純
化
が
放
棄
さ
れ
、
新
投
委
は
一
般
に
生
産
能



力
に
勤
し
て
毅
川
市
を
持
つ
と
い
ふ
事
貨
が
考
察
さ
れ
る
た
ら
ば
、
共
他
の
投
資
は
同
定
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
仮
定
は
修
E
さ
れ
ね
ば
た

ら
な
い
。
我
々
は
此
等
の
投
資
が
能
力
と
生
産
と
に
如
何
に
影
響
し
、
斯
〈
て
相
繕
ぐ
稜
展
の
諸
僚
件
を
如
何
に
鑓
化
す
る
か
を
考

察
し
・
た
け
れ
ば
-
な
ら
友
い
。
斯
〈
て
「
阿
定
資
本
の
投
資
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
撹
張
L

な
る
第
三
例
を
展
開
す
る
。
我
々
の
紹
介
を

完
結
す
る
た
め
に
は
営
然
取
扱
は
ね
ば
た
ら
友
い
の
で
あ
る
が
、
今
は
共
の
徐
裕
を
持
た
友
い
。
更
に
第
四
例
に
沿
い
て
、
彼
は
利

子
率
が
此
鱒
系
に
如
何
に
殻
響
し
、
ま
た
此
韓
系
に
よ
っ
て
如
何
に
説
明
し
返
さ
れ
る
か
を
瞬
間
か
に
す
る
、
而
し
て
第
五
例
に
お
い

て
所
謂
合
瑚
化
過
慢
に
よ
っ
て
此
燐
張
が
如
何
に
影
響
さ
れ
る
か
を
み
る
。
何
れ
も
他
同
の
問
題
に
捜
す
で
る
ら
う
。
従
っ
て
此
庭

で
は
我
々
が
招
介

L
得
た
限
り
に
会
い
で
若
干
の
吟
味
を
試
み
て
み
よ
う
。

投
々
は
第
一
一
例
の
終
に
火
ム
h

X

A

九
に
刈
浸
し
た
。

}
】

2

1P
Z
M
Hリ

M
l
ヤ
3

。
包

l
T
L

ル
ン
ト
ベ
ル
ヒ
は
、
此
公
式
が
ケ
イ
ン
ズ
の
乗
数
理
論
と
同
}
の
闘
係
を
一
不
す
と
い
ふ
。
部
投
資
自
主
が
同
定
し
て
ゐ
る
時
に
は
」
廃

傭
理
論
」
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
た
如
き
唯
一
の
均
衡
扶
態
が
あ
る
。

い
ま
の
場
合
に
沿
い
で
は
ケ
イ
ン
ズ
の
共
と
異
っ
て
如
何
な
る

安』

Z
2
2
を
経
て
此
均
衡
欣
態
が
到
達
さ
れ
る
か
と
い
ふ
事
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
も
此
均
衡
欣
態
州
安
定
せ
る
も
の
で
あ
る
事
も

誇
明
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
即
若
し
企
〉
義
者
が
期
間
4
の
初
め
に
な
い
で
生
還
を
了
一
五
六
車
位
の
代
り
に
一
・
三

O
O車
位
の
費

用
と
抽
出
想
せ
る
受
取
高
に
照
際
す
る
よ
う
に
増
加
す
る
友
ら
ば
、

現
賓
の
叉
取
高
は
僅
か
了
二
八
六
単
位
と
・
な
る
で
あ
ら
う
。

其

場
合
に
は
此
損
失
は
企
業
者
を
頚
制
し
で
、
横
張
の
場
合
と
ま
さ
し
〈
相
等
し
き
様
式
に
従
っ
て
、
均
衡
が
到
達
さ
れ
る
ま
で
生
産

を
制
限
す
る
も
の
と
考
へ
得
る
の
で
あ
る
。
此
の
均
衡
欣
態
の
成
立
と
乗
数
理
論
の
受
営
性
と
は
勿
論
投
資
量
コ
ン
ス
タ
ン
ト
と
い

経
済
擁
張
の
現
論

第
四
十
六
巻

四
四
九

第

競

O 



鯉
済
機
張
の
理
論

第
四
十
六
巻

四
五

O

一O
四

傍

観

ふ
想
定
の
上
に
の
み
構
成
さ
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
共
の
修
尼
と
と
も
に
消
滅
す
る
事
は
時
間
か
で
ち
る
。

論
瑚
の
過
程
は
具
る
の
で
あ
る
が
同
一
結
論
に
到
達
し
、
同
一
方
向
に
問
題
を
進
め
た
も
の
に
カ
レ
ツ
キ
が
る
る
。
邸
彼
に
よ
れ

ぽ
、
奥
へ
ら
れ
た
資
本
設
備
、
資
本
家
の
消
費
性
向
及
び
資
本
家
持
働
者
の
趣
味
を
以
つ
で
す
れ
ぽ
、
投
資
量
l
ほ
殆
ん

E
完
全
に

短
期
均
衡
を
決
定
す
る
、
特
に
全
健
一
腿
備
と
所
得
と
を
決
定
す
る
3

従
っ
て
共
庭
に
は
、
同
H
A
3

た
る
方
程
式
が
成
立
し
、

此
函
散
の
導
来
函
数

牛

4
2
」
F

h

、、イ

ー
:
』

は
ケ
イ
ン
ズ
の
乗
数
で
あ
る
と
い
ふ
。
若
し
投
資
が
興
へ
ら
れ
た
水
準
ー
か
ら
輿
へ
ら
れ
た
水
準

z
a
b
i
d
は
小
さ
た
増
加
分
で

あ
る
|
へ
艶
化
す
る
た
ら
ぽ
、
所
得
は
水
準
Y
か
ら
氷
準
〈
+
h
T
{、
(
円
)
ま
で
健
化
す
る
で
あ
ら
引
。

申
引
に
カ
レ
ツ
キ
は
資
本
設
備
を
一
定
と
想
定
し
投
資
の
務
化
ず
る
場
合
を
取
扱
ふ
の
で
あ
る
が
、
共
庭
で
彼
は
本
質
的
在
性
質
に

沿
い
て
は
ウ
イ
ク
セ
ル
の
所
謂
累
積
過
程
と
同
一
で
あ
る
と
考
へ
る
所
の
、
投
資
と
投
資
決
意
と
の
縫
れ
合
ふ
過
程
を
展
開
す
る
。

而
し
て
次
の
や
う
に
言
ふ
。
「
此
等
の
累
積
過
程
は
(
少
〈
と
も
霞
按
に
は
)
ケ
イ
シ
ズ
の
乗
教
と
何
等
の
闘
聯
も
持
た
た
い
と
い
ふ
事

は
注
意
す
べ
き
領
値
が
あ
る
。
来
教
は
一
営
投
資
増
加
の
結
某
と
し
て
国
民
所
得
が
一
定
の

t
期
聞
か
ら
次
の

t
期
間
へ
何
れ
ピ
け
増

加
す
る
で
あ
ら
う
か
と
い
ふ
問
題
に
答
へ
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
累
積
過
程
の
機
構
は
、
此
投
資
増
加
向
憶
を
決
定
す
る
。
此
事

は
次
の
間
式
で
表
現
さ
れ
得
る
。

同
国
八
回
樋
〈
『
ω

〈
「
:
・

一
一
一
一

J

〉
八
点
八
出
〈
J

♂

ji---
.. 

Kalecki; A Theory of the Business Cyc1e， p. 80. The Review of Economic 
Studie:s; Vol. IV， No. 2， February， 1937・
4) 



此
掲
に
た
け
る
第
一
系
列
は
投
資
の
累
積
的
上
昇
を
表
は
し
、
第
二
系
列
は
園
民
所
得
の
照
康
ず
る
上
昇
を
表
は
ず
Q

」

ル
ン
ト
ベ
ル
ヒ
の
第
一
例
に
沿
け
る
表
は
、

C
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
と
想
定
さ
れ
、

C
に
闘
す
る
生
産
方
程
式
が
全
然
含
ま
れ
て
ゐ

-
な
い
と
い
ふ
舗
だ
け
で
も
、
共
は
全
然
理
論
的
準
備
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
共
意
味
に
お
い
て
の
み
安
常
性
を
持
つ
。

ル
ン
ト
ベ
ル
巳
は
‘
「
今
期
の
生
産
の
損
張
は
、
間
早
純
に
原
料
と
中
間
財
と
の
形
態
に
K
M
け
る
よ
り
以
上
の
生
産
物
が
種
々
の
生
産

段
階
を
通
じ
て
『
移
帥
押
し
て
』
ゐ
る
と
い
ふ
事
を
意
味
す
る
、
経
叫
山
首
資
本
の
大
き
さ
を
説
明
す
る
第
四
章
に
沿
い
て
示
し
た
諸
三
角
形

の
面
積
は
、
底
の
擁
大
卸
今
期
の
生
産
高
の
増
加
に
比
例
し
て
増
加
す
る
で
あ
ら
う
。
」
と
い
ふ
。
共
庭
で
第
四
辛
の
指
定
さ
れ
た
部

八
刀
を
み
て
み
よ
う
。
「
会
ゆ
る
消
費
財
の
生
産
一
は
、
単
位
時
間
賞
り
問
一
の
支
出
を
以
っ
て
、
原
料
段
階
か
ら
消
費
財
市
場
へ
の
最
後

の
出
呪
ま
で
一
様
に
目
繊
細
的
に
行
は
れ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
生
産
時
間
は
令
一
生
産
物
に
と
っ
て
相
等
し
と
俄
定
さ
れ
る
の
で

¥ミ

ト

ι-至。nsumtion '~~ 

あ
っ
て
、

t
を
以
っ
て
指
示
さ
れ
る
。
若
し
無
限
に
小
さ
な
時
聞
に
沿
け
る
完
成
せ
る
清

費
財
且
旦
(
流
の
卒
)
が
水
平
直
線
の
長
さ

a
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
た
ら
ば
、
照
臆
す
る
費

用
の
時
間
上
の
分
配
は
、
第
一
線
と

一
定
の
角
度
を
持
つ
直
線
に
よ
っ
て
表
は
さ
れ
得

a 

る
。
垂
直
の
距
離
は
、
夫
々
の
究
用
が
消
費
の
た
め
の
昭
…
癒
す
る
販
費
に
掛
し
て
時
間
上

距
た
っ
て
ゐ
る
間
隔
を
測
る
。
共
場
合
t
は
生
産
が
初
ま
る
賦
か
ら
消
費
線
ま
で
の
距
離

と
友
る
ο
」
さ
て
彼
の
指
示
す
る
経
笹
資
本
は
此
三
角
形
の
商
積
の
事
で
あ
る
。

彼
は
会
ゆ
る
産
業
と
雇
傭
主
と
を
二
群
に
分
割
し
、

一
群
は
資
本
則
を
生
産
し
w

他
群
は
消
費
財
を
生
産
す
る
。
而
し
て
此
、
同
別

は
、
資
本
主
義
韓
系
の
機
能
を
瑚
解
す
る
に
は
基
本
的
で
あ
る
と
す
る
。
此
分
割
の
仕
万
は
正
し
い
。

い
ま
此
二
群
の
方
程
式
を
掲

縄
涛
掠
張
白
理
論

四
王乙

第
四
十
六
巻

第

擁

C 
王五

K:alecki; ibirl.， p. 93・
Lundherg; ibio・， p. '98. 
Lundberg; ibid.， pp. 90-91. 
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経
済
披
張
の
理
論

第
四
十
六
巻

四
五

第

競

O 
ノ、

げ
れ
ば
次
の
や
う
で
あ
る
。

()、日
]π
、
+K戸
、
十
心
、
:
・
:
・
:
・
・
:
(
同
)

門、、
U
何、、

+hr、、
+ο
、J
i
-
-
:
:
:
(凶
)

此
附
方
程
式
の
設
明
に
は
斯
う
あ
る
o
「
翠
純
化
の
た
め
に
、
本
質
上
消
費
財
を
生
産
す
る
企
業
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
資
本
財
生
産
は

無
視
さ
れ
る
o
而
し
て
資
本
財
生
産
は
全
部
特
定
企
業
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
と
い
ふ
仮
定
が
注
さ
れ
る
。
此
佐
一
寸
の
生
産
は
、
消
費
財
産

業
に
よ
っ
て
も
資
本
財
を
生
産
す
る
産
業
に
よ
っ
て
も
註
文
さ
れ
且
買
は
れ
る
」
と
一
吉
ひ
、
第
二
方
程
式
に
就
い
て
は
、
「
其
は
同
定

資
本
財
の
計
帯
一
せ
る
販
問
ん
に

maw応
ず
る
l

と
い
ふ
。
従
っ
て
此
-
一
方
税
式
は
、
消
費
財
時
北
と
阿
定
資
本
財
産
業
と
桁
去
は
ず
も

の
と
考
へ
ら
れ
る
。

主
(
庭
で
此
方
程
式
問
は
如
何
に
し
て
成
立
し
た
か
を
想
出
し
て
み
よ
う
。
卸
我
k

が
前
に
論
述
せ
る
如
く
、
各
生
産
段
階
に
在
荷

が
あ
る
事
を
許
し
た
場
合
に
は
消
費
増
加
と
生
産
掠
張
と
の
聞
に
横
は
る
生
産
時
間
の
意
味
が
た
〈
た
り
、

{
U
o
u
o
o
+
5
+
r
+
心
ご
の
】
H
3
1
T
r
+
m
w
M
f
T
p
u
-
l
a
a
-
-
:

は
綿
討
さ
れ
、
此
総
計
に
沿
い
て

町
恥

mi--:
・-
h

は
抹
殺
さ
れ
て
残
る
は
照
際
す
る
労
賃
利
子
等
だ
け
と
友
る
。
斯
く
で

「
若
し

目。』

z
g
g
分
析
が
‘
今
期
の
生
産
高
の
生
産
時
聞
に
同
有
左
る
帯
離
の
諸
可
能
性
と
そ
の
生
昨
一
時
間
の
縦
績
的
諸
段
階
へ
の
分
配
と

を
無
関
す
る
た
ら
ぽ
」
、
方
税
式
山
が
成
立
す
る
。
而
し
て
第
一
方
程
式
に
は
次
の
註
が
附
加
さ
れ
る
。
「
Y
は
、
消
費
財
の
今
期
の

生
産
高
に
附
加
せ
る
・
全
ゆ
る
生
産
段
階
に
沿
い
て
加
へ
ら
れ
た
あ
労
賃
、
利
子
等
々
の
会
棋
支
排
を
表
は
す
」
ム
」
。
新
〈
て
第
一

方
程
式
の
成
立
に
付
い
て
は
常
に
、
我
々
が
前
に
述
べ
た
三
角
形
の
闘
が
想
ひ
浮
べ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
る
る
。

慨
っ
て
我
々
の
第
二
例
、
経
営
資
本
の
投
資
に
よ
ワ
て
決
定
さ
れ
た

E
己巳
ω
2
g
S
E
を
み
れ
ば
、
次
の
ご
個
の
方
程
式
を
持
。
。

。
f
H
己
+
m戸)同ヘ・:・・:・::(同)

r
H
(同
+ω)何戸、、・・・・::::(日)

8) Lundberg; ibid.， p. r66. 
9) Lundberg; ibid.， p. r66. 
10) LundLerg; ibid.， V・r66.
11) Lundberg; ibid.， p. r66. 



一
つ
は
消
費
財
の
生
産
費
方
程
式
で
あ
り
、
他
は
粧
品
百
資
本
の
新
投
資
の
夫
で
あ
る
。
今
、
二
生
産
部
門
分
割
の
シ
エ
マ
に
従
へ
ば

此
雨
方
程
式
は
、
(
〕
H
(
F
、
+
却
、
)
+
一

Z
、
、
+
∞
匹
、
、
)
友
る
聞
係
に
沿
い
て
固
定
資
本
財
生
産
部
門
に
針
立
す
べ
き
告
で
あ
る
。
斯
〈
て

同
定
資
本
生
産
部
門
に
叫
創
立
す
る
方
税
式
仰
の
中
へ
此
前
方
程
式
が
把
握
さ
れ
る
闘
係
に
-
あ
る
と
す
れ
ば
、

y
h
の
場
加
は
同
時
に

G

の
増
加
で
あ
り
、
附
者
は
同
一
物
の
雨
面
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て

L
の
増
加
は
そ
れ
だ
け
だ
け
白
か
ら
の
控
除
と
た
っ
て
現
は

る
べ
き
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
若
し
さ
う
友
ら
我
々
の
例
ヨ
の
展
開
は
記
述
せ
る
如
き
運
動
を
友
ず
で
あ
ら
う
か
。
若
し
方
程
式
山
か

ら
の
怖
控
除
が
た
い
と
す
れ
ば
、
方
格
式
印
は
、
(
)
1
3
+戸
)F、

で
は
た
く
、
。
。
H
g
+
5
7
r
+
f
の
形
を
と
ら
ね
ば
な
ら
友
い
。

伎
は
終
判
百
脊
一
本
に
付
い
て
阿
川
う
も
直
一
一
日
ふ
。
「
粧
管
資
本
の
斯
か
る
増
加
は
、
附
聞
か
に
例
へ
ば
新
機
械
の
生
産
と
同
一
の
所
得
形
成
的

新
技
委
を
交
は
ず
。

此
資
本
増
加
に
支
出
さ
れ
た
る
所
得
は
、

北
パ
費
用
止
力
パ
ア
ず
る
た
め
の

"
共
と
悶
舗
の
購
買
力
に
到
す
る
必

同
町
と
均
術
し
た
と
し
て
‘
問
料
形
成
の
納
附
加
佐
訟

1
0
現
存
寸
る
飴
剰
の
在
荷
位
以
つ
で
す
れ
ば
.
生
産
出
岡
山
町
は
会
ゆ
る
生
産
段

階
に
た
い
て
同
時
に
初
ま
る
と
考
へ
ら
れ
符
か
。
若
し
消
費
者
に
直
接
封
立
す
る
最
終
段
階
に
な
け
る
販
寅
が
生
産
損
張
に
よ
っ
て

可
能
に
さ
れ
た
る
完
成
生
宥
物
の
増
加
せ
る
生
直
高
に
相
等
し
い
な
ら
ば
、
経
替
資
本
に
ゐ
け
る
如
何
な
る
減
少
も
直
ち
に
生
や
る

必
要
が
友
い
。
杢
ゆ
る
段
階
に
た
け
る
計
算
費
用
の
全
鑓
増
加
は
、
販
費
情
値
の
橡
想
せ
る
増
加
と
一
致
す
る
で
あ
ら
う
。
此
事
は
、

陀
度
思
ひ
勺
か
れ
る
に
建
ひ
友
い
如
〈
以
前
の
自
主
。
一
∞

3
5ロ
円
。
に
治
同
り
る
生
産
扱
張
の
単
純
友
姿
で
る
る
。

A
I
や
若
し
企
業
者

が
生
産
と
雇
傭
と
に
針
し
一
定
の
比
率
を
保
つ
よ
う
に
経
轡
資
本
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
必
要
友
増
加
は
、
帥
怖
か
に
ま
さ

し
く
我
々
が
理
解
し
て
ゐ
る
ま
L

の
新
投
資
を
表
は
す
。
此
資
本
増
加
に
封
ず
る
計
算
費
用
は
、
消
費
者
に
針
す
る
照
癒
す
る
増
加

販
買
の
期
待
に
よ
っ
て
均
衡
さ
れ
た
い
」
C

さ
て
今
期
の
生
産
の
た
め
に
之
械
は
れ
も
だ
費
用
が
今
期
の
敗
費
か
ら
の
照
癒
す
る
受
取
高
に
よ
っ
て
カ
バ
ア
さ
れ
十
、
受
取
高
に

経
済
繍
張
の
開
諭

匹f
玉:

第
四
十
六
巻

第

器量

O 
七

第四章第七簡 :<06頁-107頁参照。
Lundberg; ibid.， pp. 198-199・13) 



経
済
撰
張
の
珂
諭

第
四
十
六
巻

四
五
回

第

擁

一O
へ

針
し
て
照
臆
す
る
要
求
を
せ
や
し
て
、
財
と
用
役
と
の
全
館
貨
幣
需
要
に
純
飴
剰
を
追
加
す
る
型
の
投
資
で
あ
る
た
め
に
は
、
共
生

訴
時
聞
が
数
単
位
期
間
縦
続
す
る
事
を
姿
ナ
る
。
粧
品
百
資
本
の
新
投
資
が
ま
だ
此
槽
利
を
要
求
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
生
存
一
時
間
が

単
位
期
聞
を
超
え
る
事
を
要
す
る
。
我
々
が
前
に
、
方
程
式
山
を
形
成
し
た
時
に
は
消
費
増
加
と
生
産
損
張
と
の
問
に
山
酬
は
る
生
産

時
闘
が
意
味
を
持
た
な
い
と
前
提
し
た
。
然
る
に
方
程
式
町
の
形
成
の
揚
合
に
は
之
が
意
味
を
持
つ
事
が
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
。
方
程

式
げ
は
(
〕
O
H
g
+
5
+
r
十
(
一
。
と
攻
ら
ざ
る
号
待
た
い
。

内
閣
の
涯
ぴ
万
に
附
し
て
は
カ
レ
ツ
キ
山
一
件
、
に
似
て
ゐ
る
。
従
っ
て
ル
Y

]

ペ
ル
ヒ
は
カ
レ
ヤ
キ
に
叫
制
し
て
火
の
や
う
に
一
一
一
一
口
っ
て

ゐ
る
。
「
カ
レ
ツ
キ
の
分
析
は
、
我
々
の
そ
れ
と
非
常
に
よ
く
似
て
ゐ
る
。
彼
は
、
織
緒
的
投
資
活
動
が
金
値
資
本
国
亙
(
現
存
す
る
産

業
設
備
の
量
)

に
及
げ
は
す
累
積
的
数
間
取
を
分
析
す
る
。
此
蓄
積
は
投
資
増
加
の
制
動
機
と
し
て
作
用
し
、
結
局
搬
張
を
柑
仲
間
せ
し
め

る
。
共
故
に
此
解
決
の
仕
方
は
、
或
程
度
ま
で
第
三
表
向
表
八
表
に
訟
け
る

B
O
L
o
-
m
O
4
5
2
2
の
教
事
的
取
扱
の
貫
例
と
し
て
役

立
ち
得
る
。
他
方
一
位
少
数
の
愛
数
を
使
用
す
る
事
に
よ
っ
て
問
題
を
単
純
に
し
す
ぎ
た
事
が
カ
レ
ツ
キ
の
分
析
を
し
て
徐
り
に
形
式

的
に
す
る
。

ひ
と
は
債
格
需
要
及
利
子
卒
の
出
暖
化
に
針
す
る
祉
舎
の
各
種
の
経
済
群
の
計
護
と
反
動
と
を
見
付
け
た
い
。
従
っ
て
貯

蓄
消
費
支
出
等
々
の
委
長
が
、
相
互
的
闘
聯
に
お
い
て
直
接
に
把
握
さ
れ
得
な
い
。
諸
反
動
叫
の
会
館
は
、

一
つ
の
一
般
的
公
式
へ

吸
牧
さ
れ
る
。
更
に
、
繕
績
的
脱
却
化
の
考
察
は
、
軍
位
期
間
の
問
題
を
除
外
し
、
分
析
を
し
て
我
々
の
も
の
よ
り
も
も
っ
と
抽
象
的

左
も
の
に
す
る
」
と
。

カ
レ
ツ
キ
の
そ
れ
と
比
較
す
る
た
め
に
は
ル
ン
ト
ベ
ル
ヒ
の
第
三
例
の
紹
介
を
し
友
け
れ
ば
友
ら
ね
、
従
つ

で
今
は
共
場
所
で
は
泣
い
。
狛
ほ
リ
レ
エ
シ
ヨ
ン
の
原
却
と
乗
数
迎
論
と
を
調
和
せ
し
め
ん
と
す
る
企
刷
と
し
て
は
、

其
に
近
似
す
る
し
・
均
衡
論
的
分
析
を
否
定
し
、
同
単
位
期
聞
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
臣
官
E
2
き
P

J

R

を
と
る
鈷
に
沿
い
て
オ
オ
リ

ハ
ロ
ツ
ド
の

γ
に
一
致
す
る
事
を
指
摘
し
て
置
か
う
。

一
九
三
八
・
一
・
五

Lundberg; p・252.footnote JL.::/ト--:"，ヒの最後の言葉「離糠的現化の考察は
」は、カレヴキの最近の諭文には安営しない。拙稿:カレツキの景気循
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